
革
新
都
政
を
つ
く
る
会
は
1
月
27
日
、
�
安
倍
9
条
改
憲

阻
止
！
革
新
都
政
か
ら
50
年

共
同
を
広
げ
、
「
都
民
が
主

人
公
」
の
都
政
を
�
を
テ
ー
マ
に
、
2
0
1
8
年
定
期
総
会

と
革
新
都
政
50
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
を
四
ツ
谷
・
プ

ラ
ザ
エ
フ
で
開
催
し
ま
し
た
。

定
期
総
会
は
、
議
長
に
佐
久

間
千
絵（
新
婦
人
都
本
部
会
長
）

西
川
龍
平
（
民
青
都
委
員
長
）

各
代
世
話
人
を
選
出
し
て
開
会

し
ま
し
た
。

荻
原
淳
代
表
世
話
人
（
東
京

自
治
労
連
委
員
長
）
が
開
会
あ

い
さ
つ
、
来
賓
と
し
て
元
都
知

事
候
補
の
畑
田
重
夫
さ
ん
と
吉

田
万
三
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。
続
い
て
、
曽
根
は
じ
め

日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
長
が

来
年
度
都
予
算
案
を
中
心
に
都

議
会
報
告
。

中
山
伸
事
務
局
長
が
、
最
大

の
政
治
対
決
と
な
っ
て
い
る
安

倍
9
条
改
憲
の
発
議
を
阻
止
す

る
た
た
か
い
に
全
力
を
あ
げ
る

と
と
も
に
、
小
池
都
政
1
年
半

を
検
証
、
都
政
転
換
め
ざ
す
活

動
方
針
を
提
案
し
ま
し
た
。

方
針
案
に
も
と
づ
き
各
団
体

か
ら
「
市
民
と
野
党
の
本
気
の

共
闘
の
発
展
で
都
政
奪
還
を
」

「
都
立
病
院
独
法
化
反
対
の
都

民
運
動
」
「
教
育
現
場
の
勤
務

実
態
の
改
善
を
」「
横
田
基
地
、

平
和
と
小
池
都
政
」
「
深
刻
な

医
療
実
態
と
対
策
」
「
都
知
事

選
に
向
け
て
の
情
勢
と
構
え
」

な
ど
複
雑
な
情
勢
と
た
た
か
い

に
切
り
込
ん
だ
発
言
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

討
論
の
ま
と
め
で
事
務
局
長

は
、
豊
洲
移
転
強
行
な
ど
小
池

知
事
の
「
裏
切
り
」
や
タ
カ
派

的
行
動
へ
の
都
民
の
怒
り
が
増

す
な
か
で
い
の
ち
と
暮
ら
し
を

守
る
攻
勢
的
な
運
動
の
展
開
で

都
民
要
求
実
現
を
呼
び
か
け
る

と
と
も
に
、
東
京
レ
ベ
ル
で
の

市
民
と
野
党
の
共
同
で
都
政
転

換
を
実
現
し
よ
う
と
訴
え
ま
し

た
。

ま
た
、
名
護
市
長
選
勝
利
を

め
ざ
し
て
、
全
力
で
た
た
か
う

こ
と
を
総
会
の
総
意
と
し
て
確

認
し
、
活
動
方
針
を
採
択
し
ま

し
た
。
閉
会
に
あ
た
っ
て
金
子

秀
夫
（
都
教
組
委
員
長
）
代
表

世
話
人
が
「
憲
法
を
生
か
し
た

都
政
」
実
現
へ
の
決
意
を
力
強

く
表
明
し
ま
し
た
。

1
9
6
7
年
4
月
に
革
新
都

政
が
誕
生
し
て
半
世
紀
、
憲
法

を
い
か
し
先
駆
的
な
施
策
を
実

施
し
た
革
新
都
政
の
値
打
ち
を

次
世
代
に
継
承
す
る
こ
と
を
目

標
に
し
た
初
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ

ム
に
は
、80
名
を
超
え
る
各
界
、

団
体
、都
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
。

当
時
「
明
る
い
革
新
都
政
を
つ

く
る
会
」
事
務
局
の
一
員
と
し

て
奮
闘
さ
れ
た
都
丸
哲
也
さ
ん

（
97
歳
、
元
保
谷
市
長
）
も
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
氏
家

祥
夫
さ
ん（
元
都
庁
職
委
員
長
）

を
中
心
に
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
朝

倉
篤
郎
さ
ん
（
元
都
議
会
議

員
）
、
町
田
ひ
ろ
み
さ
ん
（
安

保
関
連
法
に
反
対
す
る
マ
マ
の

会
＠
東
京
・
保
育
士
）
原
田
あ

き
ら
さ
ん
（
日
本
共
産
党
都
議

会
議
員
：
杉
並
区
）
が
縦
横
に

語
り
合
い
ま
し
た
。

冒
頭
に
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ

ー
と
し
て
川
上
哲
さ
ん
（
東
京

自
治
問
題
研
究
所
研
究
員
・
都

留
文
科
大
学
講
師
）
が
「
革
新

都
政
の
現
代
的
意
義
―
そ
の
成

果
を
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
」

と
題
し
て
特
別
報
告
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
川
上
氏
は
、
革
新

都
政
を
誕
生
さ
せ
た
言
動
力
を

解
明
し
。
現
代
に
お
い
て
も
、

革
新
都
政
時
代
に
つ
く
ら
れ
た

政
策
の
骨
子
は
、
共
通
す
る
と

述
べ
、
平
和
や
憲
法
問
題
に
加

え
、
都
民
生
活
に
直
接
か
か
わ

る
政
策
課
題
で
も
、
市
民
と
野

党
が
共
同
し
て
運
動
を
広
げ
る

必
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。

朝
倉
篤
郎
さ
ん
は
革
新
都
政

当
時
、
都
議
会
議
員
と
し
て
住

民
要
求
実
現
に
奔
走
し
た
活
動

と
住
民
の
願
い
に
応
え
る
革
新

都
政
の
姿
を
語
り
、
「
老
人
医

療
費
無
料
化
が
全
国
的
な
流
れ

に
な
っ
た
よ
う
に
、
都
政
が
変

わ
れ
ば
国
の
政
治
も
動
く
」
と

述
べ
ま
し
た
。
町
田
ひ
ろ
み
さ

ん
は
、
憲
法
の
値
打
ち
を
生
い

立
ち
と
保
育
を
大
事
に
し
た
革

新
都
政
の
施
策
を
述
べ
る
と
と

も
に
、
「
一
人
ひ
と
り
の
子
ど

も
の
力
を
信
じ
て
、
そ
れ
を
受

け
止
め
る
保
育
は
今
の
平
和
憲

法
が
あ
る
か
ら
で
き
る
」
と
し

て
、
だ
れ
の
子
ど
も
も
殺
さ
せ

な
い
と
訴
え
る
マ
マ
の
会
の
活

動
に
つ
い
て
熱
く
呼
び
か
け
ま

し
た
。
原
田
あ
き
ら
さ
ん
は
、

革
新
都
政
の
熱
気
を
親
に
持
つ

世
代
の
新
人
都
議
会
議
員
と
し

て
の
活
動
に
ふ
れ
、
「
革
新
都

政
の
時
代
に
は
、
い
ま
で
は
想

像
も
つ
か
な
い
よ
う
な
都
民
の

大
き
な
運
動
が
あ
っ
た
」
と
語

り
ま
し
た
。

各
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
そ
れ

ぞ
れ
の
豊
か
な
活
動
の
報
告
と

あ
わ
せ
て
、
革
新
都
政
を
推
進

し
た
現
場
の
活
動
や
都
立
病
院

・
医
療
格
差
の
実
態
等
、
会
場

か
ら
の
発
言
も
あ
り
、
憲
法
を

守
り
生
か
す
革
新
都
政
の
成
果

を
今
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
活

気
あ
ふ
れ
る
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム

と
な
り
ま
し
た
。

間
も
な
く
記
念
出
版
と
し
て

「
考
証

革
新
都
政
」
も
発
刊

さ
れ
ま
す
。
革
新
都
政
を
丸
ご

と
学
び
、
そ
こ
か
ら
の
再
発
見

が
都
政
転
換
へ
の
新
た
な
力
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

2
0
2
0
年
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選

手
村
は
臨
海
の
都

有
地
に
建
つ
予
定

の
マ
ン
シ
ョ
ン
を

期
間
中
借
り
る
と

い
う
こ
と
は
知
ら

れ
て
い
よ
う
。
問

題
は
そ
の
都
有
地
が
マ
ン
シ
ョ

ン
群
を
建
設
す
る
デ
ベ
ロ
ッ
パ

ー
に
な
ん
と
9
割
引
き
で
売
却

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
▼
9
割
引

き
と
い
う
こ
と
は
か
の「
森
友
」

の
8
割
引
き
よ
り
も
ひ
ど
い
と

い
う
こ
と
。
「
森
友
」
は
ま
が

り
な
り
に
も
学
校
用
地
と
し
て

の
値
引
き
だ
が
、
こ
ち
ら
は
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
用
地
な
の

だ
。
い
く
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

一
時
利
用
す
る
と
し
て
も
▼

「
森
友
」
は
資
料
が
な
い
と
い

う
嘘
が
ば
れ
て
も
め
た
が
、
こ

ち
ら
は
は
な
か
ら
「
地
価
調
査

報
告
書
」
の
情
報
開
示
は
ま
っ

く
ろ
け
の
ノ
リ
弁
。
公
有
地
を

売
却
す
る
の
に
財
産
価
格
審
議

会
に
も
か
け
な
い
▼
住
民
監
査

請
求
は
却
下
さ
れ
た
が
「
一
連

の
手
続
き
が
…
…
懸
念
を
生
ん

だ
」と
の「
意
見
」が
つ
い
た
。

こ
れ
ら
を
う
け
て
「
晴
海
選
手

村
投
げ
売
り
を
正
す
会
」
が
つ

く
ら
れ
、
住
民
訴
訟
が
始
ま
っ

て
い
る
。
争
わ
れ
る
の
は
貴
重

な
都
民
の
財
産
で
あ
る
と
と
も

に
、
小
池
都
知
事
の
「
都
政
改

革
」
や
ら
「
一
丁
目
一
番
地
」

や
ら
の
正
体
な
の
だ
▼
つ
い
で

な
が
ら
売
却
さ
れ
る
土
地
は
9

割
引
き
で
一
坪
33
万
円
。
そ
れ

な
ら
私
も
買
い
た
い
と
思
う
人

が
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ

れ
が
小
池
知
事
が
「
改
革
」
の

や
り
玉
に
あ
げ
た「
一
者
入
札
」

な
の
だ
か
ら
お
そ
れ
い
る
し
か

な
い
（
木
）
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革新都政をつくる会 定期総会とシンポひらく革新都政をつくる会 定期総会とシンポひらく

【
総
会
発
言
者
】右
側
上
か
ら
大
利
英
昭（
都
庁
職
病
院
支
部
）、
新
堰
義
昭（
東
京
革
新
懇
）、

山
木
清
孝
（
都
教
組
）

左
側
上
か
ら
寉
田
一
忠
（
三
多
摩
連
絡
会
）
、
若
林
義
春
（
共
産
党

東
京
都
委
員
会
）
、
杉
田
大
樹
（
東
京
民
医
連
）

1967年4月に革新都政が誕生して半世紀、憲法をい
かし先駆的な施策を実施した革新都政の値打ちを次
世代に継承することを目標にした初のシンポジュウ
ムを開催。支えた世代とポスト世代の代表が熱く語
り合う＝2018年1月27日、四ツ谷・プラザエフ

革
新
都
政
を
つ
く
り
支
え
た

世
代
と
ポ
ス
ト
革
新
都
政
世
代
が

革
新
都
政
を
つ
く
り
支
え
た

世
代
と
ポ
ス
ト
革
新
都
政
世
代
が

50周年
記念シンポ

熱
く
語
り
合
う

熱
く
語
り
合
う

�安倍9条改憲阻止！革新都政から50年 共同を広げ、
「都民が主人公」の都政を�をテーマに開催された2018
年定期総会＝2018年1月27日、四ツ谷・プラザエフ

2018年2月15日

2018年2月15日）昭和58年2月25日
第三種郵便物認可（都 民 が つ く る 革 新 都 政（毎月1回・15日発行）

いのちを守る福祉・
防災都市東京へ!
都政 に 憲 法 を!

第418号（1）



（2）第418号（毎月1回・15日発行）都 民 が つ く る 革 新 都 政）昭和58年2月25日
第三種郵便物認可（2018年2月15日

東
京
都
は
1
月
26
日
、
2
0

1
8
年
度
東
京
都
予
算
案
を
発

表
し
ま
し
た
。
予
算
案
の
審
議

と
都
政
の
あ
り
方
を
問
う
都
議

会
第
一
回
定
例
会
は
、
2
月
21

日
か
ら
3
月
29
日
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

い
ま
、
東
京
は
一
極
集
中
の

加
速
に
よ
る
矛
盾
が
激
化
す
る

と
と
も
に
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

に
よ
っ
て
、
貧
困
と
格
差
が
耐

え
難
い
水
準
に
ま
で
達
し
、
都

民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
へ
の
不

安
が
か
つ
て
な
く
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
な
か
で
小
池
都
政
に

は
、
こ
の
都
民
の
困
難
を
打
開

す
る
た
め
の
子
育
て
、
高
齢
者

福
祉
を
は
じ
め
と
す
る
な
ど
福

祉
、
医
療
、
介
護
、
雇
用
、
営

業
、
教
育
を
最
優
先
し
た
予
算

編
成
を
お
こ
な
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

予
算
規
模
は
一
般
会
計
で
7

兆
4
6
0
億
円
、
全
会
計
で
14

兆
4
4
4
0
億
円
で
す
。
そ
の

規
模
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
国

家
予
算
に
匹
敵
す
る
規
模
で

す
。
こ
の
予
算
を
都
民
の
た
め

に
ど
う
使
う
か
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。

□
安
倍
政
権
の
悪
政
か
ら
の

く
ら
し
、
福
祉
を
守
れ
！

予
算
編
成
方
針
は
「
将
来
を

見
据
え
て
財
政
の
健
全
性
を
堅

持
し
つ
つ
、
東
京
2
0
2
0
大

会
の
成
功
と
そ
の
先
の
未
来
に

向
け
て
都
政
の
課
せ
ら
れ
た
使

命
を
確
実
に
果
た
し
て
い
く
予

算
」
と
う
た
っ
て
い
ま
す
が
、

石
原
都
政
以
来
つ
づ
く
大
規
模

開
発
偏
重
の
基
本
構
造
は
継
続

さ
れ
た
予
算
案
に
な
っ
て
い
ま

す
。15

年
度
舛
添
都
政
の
予
算
編

成
時
の
「
都
民
福
祉
の
充
実
に

よ
る
生
活
の
質
の
向
上
」
と
い

う
基
本
方
針
は
外
さ
れ
、
都
民

の
く
ら
し
と
福
祉
を
守
る
視
点

は
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。

小
池
知
事
2
回
目
の
予
算
案

に
は
、
安
倍
内
閣
の
全
世
代
を

直
撃
す
る
社
会
保
障
制
度
全
般

に
わ
た
る
改
悪
に
対
決
す
る
姿

勢
は
見
ら
れ
ず
、
国
民
健
康
保

険
制
度
の
都
道
府
県
化
に
よ
る

保
険
料
の
引
き
上
げ
、
介
護
保

険
料
の
値
上
げ
な
ど
の
都
民
へ

の
重
い
負
担
増
、
地
域
福
祉
の

困
難
、
介
護
職
員
の
処
遇
改
善

に
都
政
が
手
を
さ
し
の
べ
る
施

策
も
基
本
的
に
あ
り
ま
せ
ん
。

切
実
な
都
民
要
求
の
35
人
学

級
、
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
拡
大
、

都
営
住
宅
の
新
規
建
設
も
ゼ
ロ

で
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
保
育
待
機
児
解
消

や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整

備
、
子
ど
も
食
堂
支
援
な
ど
社

会
的
課
題
と
し
て
解
決
が
迫
ら

れ
て
い
る
分
野
で
の
施
策
の
展

開
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
革
新
都

政
を
つ
く
る
会
が
「
都
民
と
い

の
ち
と
く
ら
し
の
困
難
を
打
開

す
る
こ
と
は
待
っ
た
な
し
」
と

し
て
提
出
し
た
緊
急
要
求
や
憲

法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
「
健
康

で
文
化
的
な
最
低
限
の
生
活
」

を
求
め
る
都
民
の
要
求
に
真
正

面
か
ら
応
え
る
も
の
と
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。
こ
の
中
で
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
費
補

助
2
4
9
億
円
（
2
倍
）
、
待

機
児
解
消
で
6
万
人
分
を
、
学

童
保
育
も
1
万
9
千
人
分
（
19

年
度
末
）
に
引
き
上
げ
、
子
ど

も
食
堂
へ
の
運
営
費
補
助
、
木

造
住
宅
耐
震
助
成
の
対
象
の
拡

大
、
多
摩
・
島
し
ょ
市
町
村
へ

の
市
町
村
総
合
交
付
金
の
増
額

50
億
円
な
ど
は
、
都
民
運
動
と

世
論
の
高
ま
り
、
日
本
共
産
党

の
都
議
会
で
の
論
戦
で
実
現
し

ま
し
た
。

□
大
規
模
開
発
が
継
続

投
資
的
経
費
は
1
兆
1
1
2

1
億
円
で
17
年
度
よ
り
3
8
6

億
円
増
額
で
す
。

そ
の
内
容
は
、
大
規
模
再
開

発
、
外
か
く
環
状
道
路
・
都
市

計
画
道
路
特
定
整
備
路
線
や
空

港
・
港
湾
な
ど
の
大
型
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
公
共
事
業
が
中
心

で
、
防
災
や
学
校
施
設
な
ど
の

生
活
密
着
型
公
共
事
業
は
後
景

に
お
か
れ
た
ま
ま
で
す
。
15
年

度
以
来
、
1
兆
円
台
に
突
入
し

た
「
東
京
大
都
市
改
造
計
画
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
実
行
プ
ラ
ン
）

で
は
20
か
所
、
「
実
行
プ
ラ
ン

30
年
度
」
で
は
首
都
高
速
の
日

本
橋
周
辺
で
の
大
規
模
更
新
、

「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
に
基

づ
く
計
画
や
方
針
の
策
定
を
打

ち
出
し
て
い
ま
す
。
国
家
戦
略

特
区
に
よ
る
大
規
模
開
発
の
認

定
案
件
は
、
都
心
を
中
心
に
31

件
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

□
豊
洲
移
転
を
強
行

小
池
知
事
は
、
都
民
を
裏
切

っ
た
豊
洲
移
転
の
関
連
経
費
を

1
1
3
億
円
計
上
し
、
10
月
11

日
移
転
を
強
行
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
築
地
解
体
経

費
23
億
円
、
再
開
発
の
検
討
費

と
し
て
0
・
5
億
円
も
予
算
化
。

築
地
を
通
る
環
状
2
号
線
の
た

め
の
用
地
買
収
費
を
約
1
0
0

億
円
、
一
般
会
計
で
措
置
し
て

い
ま
す
。

土
壌
汚
染
が
未
解
決
で
、
市

場
関
係
者
、
都
民
が
こ
ぞ
っ
て

反
対
し
て
い
る
築
地
市
場
の
豊

洲
移
転
は
認
め
る
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。

□
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備
で

1
千
1
4
6
億
円

昨
年
の
予
算
の
2
・
3
倍
の

予
算
計
上
、
大
会
ま
で
の
経
費

（
Ｖ
2
）
は
最
高
3
千
億
円
の

予
備
費
を
別
枠
に
し
て
1
兆
4

千
億
円
と
発
表
さ
れ
ま
し
た

が
、
関
連
道
路
な
ど
の
建
設
費

を
見
込
め
ば
数
兆
円
に
の
ぼ
る

と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｏ
Ｃ

か
ら
も
経
費
削
減
を
厳
し
く
迫

ら
れ
て
い
ま
す
。

□
「
基
金
」
は

く
ら
し
、
福
祉
の
拡
充
に

東
京
都
は
将
来
の
戦
略
的
施

策
の
展
開
に
基
金
（
貯
金
）
を

膨
大
に
た
め
込
ん
で
い
ま
す
。

（
表
参
照
）

将
来
の
為
に
こ
の
よ
う
な
た

め
込
み
は
必
要
で
し
ょ
う
か
。

不
要
・
不
急
の
投
資
財
源
と
基

金
の
一
部
を
使
う
こ
と
だ
け
で

も
、
都
民
の
く
ら
し
や
福
祉
の

拡
充
は
十
分
可
能
で
す
。

革
新
都
政
を
つ
く
る
会
は
、

昨
年
11
月
27
日
、
「
2
0
1
8

年
度
東
京
都
予
算
編
成
と
都
政

運
営
に
対
す
る
重
点
要
求
」
を

小
池
知
事
に
提
出
し
、
そ
の
実

現
を
強
く
求
め
て
き
ま
し
た
。

安
倍
政
権
が
改
憲
と
国
民
生
活

破
壊
の
悪
政
を
強
行
す
る
も
と

で
、
都
政
は
そ
の
防
波
堤
と
し

て
都
民
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
く
ら
し
、
福
祉
の
充

実
を
求
め
る
都
民
世
論
が
う
ず

ま
く
中
で
、
2
月
21
日
か
ら
お

こ
な
わ
れ
る
予
算
案
審
議
の
都

議
会
第
一
回
定
例
会
で
の
徹
底

し
た
論
戦
と
都
民
運
動
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

2
月
21
日
（
水
）
の
都
議
会

開
会
日
行
動
を
大
き
く
成
功
さ

せ
、
都
民
要
求
実
現
、
「
都
民

が
主
人
公
」
の
都
政
め
ざ
し
て

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

革
新
都
政
か
ら
保
守
都
政
へ

―
都
政
の
内
容
に
は
根
本
的
な

変
化
が
お
き
た
。
一
口
で
い
っ

て
お
そ
る
べ
き
事
態
が
進
行
し

て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

増
補

革
新
都
政
史
論

有
働
正
治

革
新
都
政
が
倒
さ
れ
て
か
ら

38
年
。
こ
の
間
に
6
人
の
都
知

事
が
誕
生
し
ま
し
た
。今
回
は
、

こ
れ
ら
の
都
知
事
の
も
と
で
ど

の
よ
う
な
都
政
運
営
が
お
こ
な

わ
れ
た
の
か
概
観
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
お
お
き
な
流
れ
と
し

て
、
国
際
社
会
で
の
「
福
祉
国

家
」
の
否
定
、
自
由
主
義
・
新

自
由
主
義
の
台
頭
、
自
治
体
レ

ベ
ル
で
の
「
世
界
都
市
」
競
走

な
ど
激
動
が
あ
り
、
国
内
的
に

は
民
間
活
力
の
導
入
と
「
第
2

次
臨
調
行
革
」
路
線
の
徹
底
、

円
高
と
内
需
拡
大
路
線
が
地
方

自
治
体
に
お
お
き
な
影
響
を
与

え
る
と
と
も
に
、
財
界
戦
略
に

も
と
づ
く
市
場
原
理
主
義
、
自

己
責
任
論
の
お
し
つ
け
の
も
と

で
、
福
祉
を
は
じ
め
と
す
る
都

民
施
策
の
破
壊
、
都
市
再
生
路

線
に
よ
る
東
京
一
極
集
中
・

�
東
京
一
人
勝
ち
�
政
策
が
推

進
さ
れ
、
東
京
は
多
国
籍
企
業

の
た
め
の
都
市
に
お
お
き
く
変

貌
さ
せ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

鈴
木
都
政（
１
９
７
９
〜
９５
）

戦
前
の
内
務
省
官
僚
で
あ

り
、
戦
後
も
自
治
省
の
官
僚
、

都
政
に
お
い
て
は
安
井
・
東
都

知
事
の
も
と
で
副
知
事
を
つ
と

め
た
鈴
木
俊
一
知
事
は
都
政
を

握
る
と
「
マ
イ
タ
ウ
ン
東
京
構

想
」
を
も
と
に
、
都
政
の
方
向

を
都
民
か
ら
財
界
・
大
企
業
へ

と
転
換
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
都
市
経
営
論
」
を

理
念
に
か
か
げ
、
徹
底
し
た
民

活
路
線
と
財
政
再
建
を
錦
の
御

旗
に
し
た
「
行
革
」
を
都
民
に

押
し
つ
け
、
�
福
祉
の
時
計
の

針
を
ス
ト
ッ
プ
�さ
せ
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
世
界
都
市
」
競
走
に

邁
進
。
臨
海
副
都
心
開
発
に
巨

額
の
税
金
を
投
入
し
ま
し
た
。

青
島
都
政（
１
９
９
５
〜
９９
）

都
民
の
自
民
党
政
治
と
臨
海

副
都
心
開
発
に
対
す
る
怒
り
を

背
景
に
都
知
事
に
な
り
、
世
界

都
市
博
覧
会
を
中
止
し
ま
し
た

が
、
そ
の
一
方
で
福
祉
を
根
こ

そ
ぎ
に
す
る「
行
政
改
革
大
綱
」

「
財
政
健
全
化
計
画
」を
策
定
。

都
民
の
大
反
対
で
撤
回
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

石
原
都
政
（
１
９
９
９
〜

２
０
１
２
）

�
福
祉
は
ぜ
い
た
く
�
と
い

っ
て「
財
政
再
建
推
進
プ
ラ
ン
」

を
策
定
。
老
人
医
療
費
助
成
や

公
私
格
差
是
正
事
業
を
廃
止
す

る
な
ど
�
福
祉
の
時
計
の
針
を

逆
も
ど
り
�
さ
せ
ま
し
た
。

「
集
中
は
是
」
と
い
っ
て
東

京
一
極
集
中
を
加
速
さ
せ
る

「
東
京
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
構
想
」、

多
国
籍
企
業
の
た
め
の
都
市
再

生
を
推
進
。
平
和
憲
法
を
敵
視

し
ま
し
た
。

猪
瀬
都
政（
２
０
１
２
〜
１３
）

石
原
都
政
の
継
承
を
表
明
す

る
と
と
も
に
、
知
事
自
ら
が
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
�
キ
ャ
ッ
チ
ャ

ー
�
と
公
言
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

最
優
先
、
都
民
生
活
お
き
ざ
り

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
、
推
進
し

ま
し
た
。

舛
添
都
政（
２
０
１
４
〜
１６
）

石
原
・
猪
瀬
都
政
を
継
承
。

「
世
界
で
一
番
ビ
ジ
ネ
ス
の
し

や
す
い
国
際
都
市
」
の
実
現
を

標
榜
し
、
大
企
業
が
潤
え
ば
そ

の
し
ず
く
が
都
民
に
し
た
た
り

落
ち
る
と
い
う
「
ト
リ
ク
ル
ダ

ウ
ン
」
を
推
進
し
ま
し
た
。

小
池
都
政
（
２
０
１
６
〜
）

「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
か

か
げ
て
当
選
し
ま
し
た
が
、
基

本
姿
勢
は
石
原
以
降
の
都
政
を

継
承
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
築
地

市
場
の
豊
洲
移
転
に
つ
い
て
、

「
い
っ
た
ん
立
ち
止
ま
っ
て
考

え
る
」
と
表
明
し
た
も
の
の
、

い
ず
れ
も
舛
添
都
政
時
代
の
計

画
に
そ
っ
て
推
進
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

石
原
知
事
以
降
の
都
知
事

は
、
4
人
の
う
ち
3
人
が
自
民

党
政
権
の
閣
僚
経
験
者
。
猪
瀬

知
事
も
ふ
く
め
、
み
な
財
界
戦

略
に
そ
っ
た
都
政
運
営
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

卯
月
は
じ
め

２
０
１
８
年
度

東
京
都
予
算
案
と

予算議会へ切実なくらし、
福祉の要求・世論を！

小
池
都
政
（
第
①
回
）

都民に冷たい、豊洲移転強行、大規模
開発推進の２０１８年度東京都予算案都政はどう

変わったのか
２


